
- 1 - 

 

令和７年 第９回 美濃市教育委員会定例会 会議録 

 

１ 会議の日時 

開会 令和７年８月２６日（火）午後１時３０分 

   閉会 令和７年８月２６日（火）午後２時００分 

 

２ 会議の場所 

   美濃市教育委員会 会議室 

 

３ 会議に出席した委員 

教育長          島田昌紀 

職務代理者        別府徹也 

   教育委員         中島正憲 

教育委員         長瀬秀子 

教育委員         服部政美 

 

４ 議案説明のため出席した職員 

教育振興課長       芝田純也 

事務局長兼教育振興課主幹 清水晴絵 

   人づくり文化課長補佐   幅 仁史 

   

５ 会議録記載のため出席した職員 

教育振興課総務係長    平田純也 

  

６ 会議の傍聴者 

０名 

 

７ 議事日程 

○島田教育長 

委員の皆様全員の出席をいただきましたので、ただ今から令和７年第９回教育委員会

定例会を始めさせていただきます。 

開会の前に私からお話しいたします。 

美濃市では夏休みが明日で終わり、明後日から２学期と前期の後半が始まります。美

濃市の場合は２学期制が２校と３学期制が５校ありますので、通信などには「夏休み明

けのこれから４ヶ月間」として記載させていただいていますが、夏休み中に大きな事故

や事件は全くありませんでした。 

報告としては、あひるちゃんパンダちゃんの会という中有知地区の主任児童委員さん

たちが行っている会がありますが、その会に１４名の中学生がボランティアとして参加
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したり、藍見公民館での夏祭りに昭和中学校の約４分の１の生徒が来てくれたりという

ことで、社会の中で中学生や小学生の高学年たちを活かしていくこと、彼らの力を活か

すことは地域にとっても嬉しいことですし活気が出ることです。子どもたちにとっても、

地域とつながることができ、こういったことが今後も増えていけばいいと思います。大

矢田でも、祇園祭で横笛を吹いたといったこともあり、このようなことが今後も広がっ

ていけば良いと思います。 

学校再編成については、再編成をすること自体は決まっており、中学校の再編を先に

行いますので、具体的に検討するため、美濃市新しい学校開校準備委員会を開催する段

階に来ています。 

もう一点として、教育大綱につきましても、今年度中に策定しなければならないため、

今後作業を計画的に進めたいと考えています。 

 

○島田教育長 

それでは次に、「諸般の報告」及び「教育委員会後援等名義使用許可」については、

報告等を省略させていただき、議案集をご覧いただいた中でご質問等がございました

ら、お受けさせていただきます。いかがでしょうか。 

 

○島田教育長 

無いようですので、日程に入ります。 

日程第１ 会議録署名委員の選出ですが、本日の会議録署名委員に中島委員を指名

させていただきます。よろしくお願いします。 

 

○島田教育長 

  次に、日程第２ 会期の決定ですが、本会議の会期は、本日１日間とします。 

 

○島田教育長 

  日程第３ 議事に移ります。 

最初に、議第１６号「令和７年度美濃市一般会計補正予算（第４号）について」を

議題とします。事務局からの説明を求めます。 

 

○芝田教育振興課長 

令和７年度美濃市一般会計補正予算（第４号）中、教育振興課に関する事項につい

て、議案集・資料に基づいて説明 

 

○幅人づくり文化課長補佐 

令和７年度美濃市一般会計補正予算（第４号）中、人づくり文化課に関する事項に

ついて、議案集・資料に基づいて説明 
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○島田教育長 

  ただいま、事務局から説明がありました議第１６号について、ご意見、ご質問等は

ありませんか。 

 

○長瀬委員 

  文化振興費の補正額がすごく大きい割合となっていますが、文化振興をする団体が

多かったのか、どのようなことでしょうか。とても良いことだと思いますが、より文

化事業を多く実施するためですか。 

 

○幅人づくり文化課長補佐 

  文化事業をこれから推進していくうえで、一つの団体ではなくたくさんの団体を支

援していくための増額です。 

 

○長瀬委員 

  補正を組んだということは、具体的な団体があるということですね。 

 

○幅人づくり文化課長補佐 

  はい、そういうことです。 

 

○長瀬委員 

  とても良いことだと思います。どういう事業を行うかお聞きしたいのですが、文化

会館で何かを行うのですか。 

 

○幅人づくり文化課長補佐 

  文化会館に限らず、一つの市民団体の楽団からの申し出がありましたので、それに

充てたいと思っています。 

 

○島田教育長 

  今年度新たな団体が立ち上がりましたので、そういった団体を応援するものです。 

 

○長瀬委員 

  補正の額が２倍くらいになっていますので、気になって質問させていただきました。 

 

○島田教育長 

他にご質問等はありませんか。 

他にないようですので、議第１６号「令和７年度美濃市一般会計補正予算（第４号）

について」は原案のとおり決定してもよろしいでしょうか。 
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○委員 

  異議なし 

 

○島田教育長 

  ご異議がないようですので、議第１６号について原案のとおり決定します。 

 

〇島田教育長 

  日程第４ 報告事項に移ります。 

最初に、報告事項１について、事務局からの説明を求めます。 

 

〇芝田教育振興課長 

  報告事項１「美濃市新しい学校開校準備学校部会設置要綱 」について 

議案集・資料に基づいて説明 

 

〇島田教育長 

  ただいま、事務局から説明がありました報告事項１について、ご意見、ご質問等は

ありませんか。 

 

○委員 

  質問等なし 

 

〇島田教育長 

次に、報告事項２について、事務局からの説明を求めます。 

 

〇芝田教育振興課長 

  報告事項２「全国学力学習状況調査の結果について」について 

議案集・資料に基づいて説明 

 

〇島田教育長 

  ただいま、事務局から説明がありました報告事項２について、ご意見、ご質問等は

ありませんか。 

 

○長瀬委員 

  自分で何とかする力というのはすごく大事で、その関係性を割り出していただいた

のはすごいなと思いました。 

よく、決められた宿題が少なくなったとか、また宿題が無くなったということと学

力の関係がどうなのかということをいつも思っていて、できる子はいいと思いますし。

できない子も宿題が出るかどうかによって変わらないと思いますが、中間層が大きく
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変わると思います。 

宿題を与えて、嫌々ながらもやりきらせて、出させて、チェックしてというところ

は、中間層に大きく影響すると思います。そういった中間層を落とさず底上げしてい

くことについて、宿題が無くなっていくことで、どういう影響があるかと思った時に、

学力学習状況調査の山がどのようになっているのか、二極化しているのか、中間層の

状況を知りたいと思います。 

 

○芝田教育振興課長 

  私もまだこの山については詳しいものを見ていないので詳しくお答えはできませ

んが、どの層の子どもたちも、一斉に授業をやって、手を挙げている子がたくさんい

るな、というような先生の俯瞰したとらえ方ではなく、美濃小学校の取り組みのよう

に、この子がどんな状況なのかということを掴もうとしています。 

また、みんなで手を挙げたから、ちょっと休憩して黙っていても、授業が流れてい

くというのではなく、一人一人がその時の課題に取り組んでやっていくということを

大事にして授業は行われていて、私たちが１学期の間に学校で授業の様子を見せても

らうと、一人一人がちゃんと取り組んでいるということがわかる授業が圧倒的に多か

ったです。そういう意味では、それぞれの学力が、バラバラかもしれないですが、今

いるところから少しでも上がっていくことになっていくのではないかと、希望は持て

ています。 

 

○長瀬委員 

  私も授業はとてもいいと思います。個人の定着を大事にした授業進度であって、授

業はとても素晴らしいと思いますが、授業だけでは定着しないと思います。 

学習の定着度について、自主性ということで、塾にも行っていない中間層が、宿題

なしとか課題なしという状況で定着するのか。授業では理解している、でも、定着と

は違うと思います。 

毎日毎日、新しいことを勉強してから、繰り返したりとか復習したりとかする時間

というのが確保されればいいと思います。 

定着の時間とか、１ヶ月前にやったことをもう一度やってみる時間とかがあればい

いですが、そうでないとやはり家庭学習などに大きく左右されると思います。そこの

部分は今までの取り組みの中で不安に思うものでしたので質問しました 

 

○芝田教育振興課長 

  家庭学習を見直そうという取り組みはそれぞれの学校で行われていますが、それが

先生方の働き方改革のために見直すということではなく、子供たちにどう定着させる

か、それは家庭の時間を使うのか、学校の本来の授業の中で定着をしていくために、

方法や時間の組み方を変えるのかというところで、どうすれば良いか、学校ごとに今

考えてもらっているところですが、成果はまだ見えないですし、どの方法が良いかと
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いうことは、暗中模索しているような状況です。 

 

○長瀬委員 

その辺りは、大きく担任の先生によると思います。担任が一人一人に聞いてやり切

らせているとか、家でやってくるとか、チェックしたり声をかけたりするかしないか。

自主性だから何もしなくていい、ということにもなる。 

だから、学校のこの取り組みプラス担任の構えみたいなものがあり、先生も新しい

人は授業やるだけで精一杯というようなところもある。 

ぜひそこを漏らさないように、１年１年が子供たちにとっては貴重なので、こうい

うデータを大事にしながら、先生方で研修していただき、定着ということについて、

とてもいい授業ができてと私もすごく感じるので、定着についての「こういうふうに

するとみんながやるようになる」というような先生方の交流をしていただきたい。 

例えば、漢字テスト 50 問も、事前にこれだけ出るよと言って配っておけばみんな

がやる、というようなことだと思います。「今度のテストはここからここまで出るよ」、

と事前に漢字のプリントを配っておけば、中間層はやっぱりちょっと頑張ると思いま

すが、何も無しでテストをするよとなると、どうしたらいいのかわからないところも

たくさんあるので、そういったようなことを先生方の研修とか交流とかで着目してい

ただけると、ありがたいと思います。 

 

○島田教育長 

  先日教育振興課長と、長瀬委員がおっしゃったような定着の部分で、基礎学力をど

のように身につけさせるかということで、話をしました。 

宿題やドリルが否定的に見られていますが、あれで定着するのは間違いないです。

ですが、今の子どもにはそれがそぐわないとなっています。そこで、アウトプットを

増やして、例えば、中途半端に分かっている子どもが人に教えることで、説明してい

くなかで覚えていく、というやり方もあると思います。 

次の教育大綱にどのように入れ込んでいくかということを、学校の先生方からもご

意見をいただきながら作成していきたいと考えています。 

ドリルや繰り返しやるようなことを否定しているわけでないですので、次期教育大

綱に活かして行きたいと思います。 

 

○島田教育長 

他によろしいですか。 

他にない様ですので、ここまでとさせていただき、次回９月の第１０回定例会の日

程について、事務局から説明させていただきます。 

 

○芝田教育振興課長 

９月の定例会 ９月３０日（火）午後３時００分～  
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美濃市防災・中央コミュニティーセンター ２階小会議室で調整 

 

○島田教育長 

それでは、９月の第１０回定例会は９月３０日（火）午後３時００分から、美濃市

防災・中央コミュニティーセンター２階小会議室で開催させていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、令和７年第９回美濃市教育委員会定例会を閉会します。ありが

とうございました。 


